
分 類：ドクダミ科ドクダミ属

花言葉：「白い追憶」「野生」「自己犠牲」

「白い追憶」という花言葉は、古くからドクダミが薬草として擦り傷の

手当てに使われたことから、清らかな思い出を思い起こさせることに

由来したとされています。

2011.6.5 近所で採集

上：クレパスで描く 下：絵葉書として水彩で描く

見ぬま田んぼ

野草スケッチ「ドクダミ」（毒矯み）



ヤエドクダミ

世界：
東アジアから東南アジア

生育地：
湿った陰地に群生、多年生

北海道空知辺りから九州

根・茎 丈：

地下に細長く白い地下茎が横に伸び、盛んに分枝、

20–60cm、地上茎は紫色、

葉
ハート形、互生、 3–10 cm、光沢のない暗緑色。

花期 ：
5–8月

小さな花が密集、

花・花色：

基部に白い花びらのような苞、4枚、1–3 cm の穂状花序、

1–2 cm の白い苞[注 2]が4枚（まれに5、6、7枚）、十字状

雄しべは3–8個、葯は黄色、

種子 ：果実
果実はさく果、2–3 mm、種子は卵形、

特徴 ：
特有の臭気がある、無毒、生薬としては十薬、薬用の他にどくだみ茶や食用、園

芸用などに利用

由来・備考
毒を抑えることを意味する

八重咲き

写真.解説：ウィキペディアよりお借りしました。 植木 2025.9.6


